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； 近代化農業への歩み .i 

： 経営の規模拡大をめざして ,_j 

来二｜｜：、北海道における衿’出の話は、戦後あまり聞かれなくな

ったが、それでも絶無ではなL、。

峨前においては、東北、北海道の米作地帯が、しばしば呉市

なF令書に腿われ、米がほとんど突らず、長’家が米を求めるため

に借金をし、あるいは旧知lを売り、果ては娘を売るとし、った冷

害の悲劇は珍らしい二とではなかった9

今から思えば、彬政時代の哀話のようにも同こえるが、戦後

ID数年を経た昭和30年代にさえ発生したことは、 まだ耳新しい

ことである。

近代における農村と郎市の差は、先進国と後進国に等しく、

現在のアメリカとアフリカ諸・国ほどの格差があり、ほとんどの

農家は、借金を抱え、出めて貴乏であった。

従って、近年における国の農業政策は、 「農家の所特向上」

のみに重点がおかれ、 農家の利益を~·えることだけが目原であ

っTニ。

その結娘、｜附f1'135、36!rt:JJ(n、らの民家の所得向上はめざまし〈

現在では者lif!iとJJJ:j：・・tの所得はほぼ均衡がとれるようになってき
ている。しかし、そのljJで、農家の所得の、I＇：分以上は最外所得
であり、給料とか臼{i；＇.とかの出来以外からのl収入が多いとし‘う

ことであるっ従ヮてよれヵ、らは、以前のように貧しさt.：.けを掛

りかざして、政治占のためだけの良教政策を求めることができ

なくなってレる剥状である。しカ・も、現在のわが国の農産物のタ

くは、凶際f1U1¥ftに比へて掬li?:jて’あるから、ニれ以上に価格を向

めなし・で出民に企附を供給すること、そして、しかも、農家の

所得を向上するニと、このこつがニれからの農業政策の革要な

目標であろう。

．ところが、このこつめ決策政策は全く矛盾しておりも、たとえ

ば、 米側iを上げれば品業者には有利であるが、 泊費者Hi並に不

iuであるということであるO 従って、米価を上げないて’所仰
を馴す過を考えなければならなし、。総合農政とうたわれて久し

い今日、特に今年は米の生産調整が行われたが、そのがJ鋲もあ

吃り期刊：はできないようである。このような中で、 一つ考えら

れることは、農業経営の規模拡大と省力化であり、これがつま

り‘盛柴経営の近代化であると言えよう。

学い、朝日町では、その先鞭をつけたのは五箇庄地~であり

南保、山崎地区がこれに続き、大家庄地区も47年を日開に革盤

整備の準備が進んでし、る。ただ、ここで述べたレのは、防1場It

大きくなり、 大型の機械が入守て、外面的には近代化された

ように比えるが、実際には、農業経営の規模鉱大は行なわれず

いないというニとである。これでは、長業生産の増大・むなけれ

ば、投策所得のl向上も望めない。だから、やむなく維業化ヵ：

進み、出外所得を求めて外に山て行くのである。規模~i人・がで

きなしゅ‘ら、本二日に農業に打ち込んでやろうとする良栄後継・.f;・

がi'f'た炉、のももちろんであるつ規模拡大は急激には実現しな
レだろう I.~れど、そこに主るまでの道程として、協激化や協同

化、ある‘へ;J:.Ur~団波地等、時間をかける必要はあろ 9 が、今の
ー 。

ままの、 i；則・1nirm~家 i jココりみII'.駒70アーノレではどうにもならぬ
だろう。

b!k 3'! j[j: { ＼~イヒヘのjifiは越し、しカ・ し、 少しでもそのみ・｜白jへlnJか

うよう、為政者も指略者も、また一般霊長家も、そしてJ内政ぷ・も
~1ブJ してほしし・と店．う ものて’ある。

く根組》真〉入；型コ田ンノ4インによる刈取り

（桜町地内にて）
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八
月
十
二
日
執
行
の

朝
日
町
議
会
議
員
選
挙

の
結
果
は
、
当
日
有
権

者

ご
二
、
七
二
九
人
、

投
票
総
数

二
一
、

八
O

四
人

で
、
投
票
率
は

九
三
・
三
三
%
と
前
回

を

0
・
一
一
七
%
う
わ
ま

わ
り
ま
し
た
。

な
お
、
当
選
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

保

松

央

無

所

属

新

一
一一
十
六
才

的

水

賢

二

抑

所

属

新

五

十

才

長

崎

仙

松

無

所

属

現

六

十

六

才

平
崎
知
勝
共
山
問
先

新

四

十

＝

才

朝
日
町
が
、
附
和
問
十
三
年
に、

国
の

「
明
る
く
王
し
い
選
挙
株
進
重
点
誌
発
地

区
」
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
朝
日
町
明
正

選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
全
町
け
い
も
う

運
動
を
は
じ
め
、
住
民
の
政
治
意
識
を
高

め
る
た
め
の
、
お
円
年
団
や
婦
人
会
の
会
合

を
通
し
て
の
話
し
合
い
市
助
を
廷
ベ
同
十

数
回
に
わ
た
っ
て
阪
閲
す
る
な
ど
、
微
力

な
が
ら
、
そ
’
I
l
l1
1
1
1
1
1－
－

－

ー

の
目
的
述
成

一
圃
咽
咽
咽
週
沼
団
司
副

に
努
力
し
て

一
園
園
以
凶
居
間
陣
陀
峰

き
ま
し
た
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1

こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、
明
正
沌
動

が、
今
回
の
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
有
総
者
で

あ
る
町
民
に
、
そ
し
て
骸
同
者
に
ど
の
よ

う
に
反
映
す
る
か
が
、
も
っ
と
も
怯
日
す

べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
地
域

代
表
的
な
考
え
か
ら
発
す
る
候
間
者
選

び
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
い
け
な

い
こ
と
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
広
く

美

佐

光

平

民

社

党

現

坂

口

良

造

無

所

属

前

南

茂

源

治

自

民

党

現

安

達

義

雄

無

所

属

新

狩

谷

常

作

－

H
民

党

前

七

沢

収

作

無

所

属

現

大

沢

龍

松

無

所

属

新

米

田

守

二

・
凶
民
党
副

山

岡

政

次

内

民

党

現

大
橋
米
大
郎

自

民

党

現

扇

谷

隆

二

－

M
民

党

現

松

倉

地

三

山

氏

党

現

酒

井

栄

無

所

属

製

渡

辺

秋

男

無

所

属

羽

上

島

栄

作

自

民

党

割

問

問

耕

作

社

会

党

単

水

島

繁

松

自

民

党

現

（
順
一
一
け
は
得
票
数
順
）

〈
選
準
管
理
委
員
会
） 四

十
六
才

六
十
四
才

六
十
一
才

五
十
三
才

六
十
五
才

ホ
十
四
才

四
十
三
才

五
十
八
才

五
十
一
才

六
十
七
才

四
十
一
才

五
十
八
才

五
十
七
才

五

十

才

五
十
八
才

六
十
三
才

六
十
九
才

町
政
令
一般
の
説
野
に
立
っ
て
、
町
政
を
ま

か
ず
に
た
る
人
拐
を
選
ぶ
た
め
に
は
、
や

は
り
今
度
の
選
挙
公
報
の
莞
行
と
い
，
コ
こ

と
は
、
そ
こ
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の

と
お
も
い
ま
す
。

明
正

運
動
が
、
公
民

館
、
あ
る
い
は
婦
人
会
な
ど
と
共
催
の
も

と
に
、
真
に
町
政
の
健
全
な
る
発
展
を
の

ぞ
む
た
め
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
極
官
が
あ

I
l
l
i－
－

l
i
l
l
1
る
程
度
引
縦

司
温
温
圃
・
帽

a酒
田

一
者
に
ほ
透
し

臨
軒
町
幽
F
航
園
面
・
園

一
た
そ
の
が
五

ー

ー

1

1

1

1

1

1

11

1

1

と
し
て
、
公

報
発
行
へ
と
枇
論
の
も
り
上
が
り
を
み

た
。
町
議
会
は
条
例
投
闘
を
可
決
、
川
川
内

町
村
で
は
始
め
て
、
全
国
で
も
珍
ら
し
い

公
報
発
行
と
ふ
み
き
っ
た
c

こ
の
こ
と
に

大
き
な
な
義
、
即
ち
町
民
の
町
議
会
議
以

選
場
へ
の
・
深
い
関
心
へ
と
発
展
し
て
、
そ

れ
が
、
投
票
討
の
、
投
票
率
九
三

・
三
一ニ
%

と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
も
そ
の

一
つ

寸
七

O
九

柱

の
め

い

福

を
祈

る

」

「
｜
｜
町
戦
没
者
追
悼
法
要
｜
L

朝
日
町
遺
族
会
主
催
の
、
昭
和
四
十
五

年
度
朝
U
町
戦
没
者
追
悼
法
要
が
、
七
リ

コ
十
九
日
、
泊
常
光
子
に
お
い
て
行
な
わ

τν

’－du 
・9
A
JJ当
日
は
、
遭
朕
約
三
百
人
が
参
列
、
二

O
人
の
併
出
の
読
経
の
中
で
、
町
道
朕
会

以
、
町
民
ら
の
各
界
代
表
の
悦
香
が
行
な

わ
れ
、
説
い
て
迫
悼
の
併
が
あ
っ
て、

今

次
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
七

O
九
柱
の
め

い
捕
を
祈
っ
た
。
（
民
休
諜
）

…
お

と

し

よ

り

に

・

一

一

・

仕

事

を

あ

っ

せ

ん

・…

高
令
者
無
料
職
業
紹
介
所

一
的
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

老
人

で
あ
り
ま
し
ょ
う
c
ま
た
、

次
の
時
代
を

背
負
っ
て
立
つ
青
年
崩
に
、
こ
の
選
挙
に

対
す
る
執
……
怠
の
非
常
な
盛
り
上
が
り
が
宍

に
よ
ろ
－』
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
選
挙

公
報
発
行
へ
こ
ぎ
つ
け
る
た
め
の
一
つ
の

大
き
な
原
動
力
は
、

青
年
の
カ
が
あ
ず
か

つ
て
大
き
か
っ
た
と
い
う
べ
・
8
で
あ
り

辛
？
ず
。
情
実
、
同
一
紙
を
排
除
し
て
、
広
い
悦
野

に
L
M一っ
て
、
全
候
補
表
の
人
柄
、
識
見
J
V

－

槻
鈍
す
る
な
か
に
、
消
を
一
束
が
投
ぜ
ら

れ
た
ι

述
反
の
附
問
先
の

一
一
件
も
な
い
こ
と

そ
れ
自
体
に
そ
の
効
栄
を
自
賛
し
た
レ
。

二
十

一
名
の
新
滋
員
諸
氏
は
、
か
か
る

町
民
の
公
正
な
る
判
断
に
、
絡
段
の
川以
任

な
感
じ
、
f

肌
む
誠
意
町
政
の
発
．
肢
に
ご
努

力
い
た
．た
き
た
い
と
お
も
う
や
切
な
る
も

の
が
あ
り
ま
す
ら

（
川
正
選
準
航
進
協
議
会
）

福
祉
法
に
も
と
づ
き
（
法
第
三
糸
第
二

m

H
老
人
は
、
そ
の
希
望
と
能
力
と
に
応

じ
、
適
当
な
仕
事
に
従
事
す
る
機
会
、
そ

の
他
社
会
的
活
動
に
参
与
す
る
機
会
を
与

え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
）
、
お
と
し
よ
り

（
お
お
む
ね
六
十
五
才
以
上
）
の
管
さ
ん

に
対
し
、
希
望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
全

あ
っ
・
院
し
、
そ
の
有
能
な
労
働
力
を
．
も

う
一
度
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ
〈

M
的

で
、
高九市
者
向
開
…
料
輸
郊
紹
介
所
を
次
の
よ

う
に
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
h
A
U
怖
に
ご
利

用
く
．に
さ
い
。

な
お
、
こ
の
紹
介
所
は
引
委
託
を
受

け
、
公
の
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の

で
す
u

記

一
、
申
込
み
先

富
山
県
社
会
福
制
．協
雄
会

V
M
令
者
州
市
料
職
荒
紹
介
所

（
富
山
市
舟
橋
南
町
五
の
一
四

富
山
県
社
会
福
祉
会
館
内

T
E
L
宮
山
一
三

一！
二
九
五
八

一
、
申
込
方
法

本
人
が
直
接
紹
介
所
で
巾
し
込
ん
で
く

J

－E
－、
c

ふ
’
」

C
E
V

一
、
受
付
時
間

d
T
U
H
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

土
服
日
日
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

日
制
、
知

u
i引休
み

（

M

叫ん中一訓）

九
月
十
沢
口
は

「
敬
老
の
日
」
で
す
ο

在
人
扶
養
の
場
合
に
は、

扶
後
の
袋
務
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
直
系
山
政
っ
す
や
係

）、

υん
荊
姉
妹
が
、
そ
の
地
位
に
相
必
の

川円以
前
を
し
て
な
お
余
持
が
あ
る
と
き
に、

現
実
に
扶
長
の
義
務
を
負
う
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
民
法
にんは
っ
て
、
子
は
判
明

の
め
ん
ど
う
を
み
な
く
て
よ
い
と
い
う
人

が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
す
。

家
庭
裁
判
所
に
あ
ら
わ
れ
た
老
人
扶
護

の
問
題
と
し
て
、
親
子
の
聞
の
深
い
対
立

感
情
が
根
本
と
な
り
、
自
主
的
な
解
決
を

さ
ま
た
げ
、
ま
た
老
人
の
生
理
的
、
心
理

的
特
性
が
こ
の
問
題
に
か
ら
み
、
紛
争
を

深
刻
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に

つ
い
て
、
家
庭
裁
判
所
で
は
、
専
門
的
に

調
査
し
、
老
人
の
生
活
の
保
障
に
、
制
作

や
審
判
を
通
L
努
力
し
て
い
ま
す
。

枇
の
中
が
親
子
中
心
か
ら
夫
婦
中
心
の

考
え
方
に
変
わ
り
、
老
い
た
親
と
の
別
居

が
ふ
え
、
扶
強
に
閲
す
る
争
い
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

争
い
が
生
じ
た

と
き
は
、
学
く
家
出
法
判
所
を
利
用
し
て

健
全
な
親
族
関
係
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
寓
山
家
庭
裁
判
所
）

税
の
相
談
日
は

毎
月
五
の
日
で
す

税
の
相
談
日
は

旬
月
五
、
一
五
、
二
一
丸
の

U
で
す
。

お
以
軽
に
利
用
し
て
く
に
さ
い
。

百
話
市
外
宅
玄
｜
ニ
l
二
ニ
七

O

〈
内
部
税
務
署
）

ふ
勺
日
川
の

北
金
は

凶
民
健
康
保
険
税

二

期

分

で

す
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e・国勢調査

10月！日
ひ

う
ぶ
声
も
入
れ
て

正
し
い
国
勢
調
査

日
本
中
戸
ご
と
人
ご
と

み
ん
な
も
れ
な
く
申
告
を

さ

こ
の
十
月
一

H
に
、
十
一
一
川
目
の
国
勢

調
査
が
全
国
い
っ
せ
い
に
興
施
さ
れ
ま

す
。
国
勢
調
変
は
、
樹
、
都
道
府
県
、
市

町
村
の
人
口
の
火
さ
さ
や
、
川
明
成
を
明
ら

か
に
し
、
国
の
政
治
や
行
政
は
も
ち
ろ

ん
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
行
政
に
山
按

役
立
つ
資
料
を
得
る
た
め
に
行
な
う
も
の

で
、
大
正
九
年
に
第

一
囲
網
資
が
興
施
さ

れ
て
以
来
五
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
て
お

り
、
今
国
の
調
査
は
、
数
え
て
五
十
周
年

を
迎
え
る
、
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調

査
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
は、

国
際
一
迎
合
の

提
唱
す
る
、

一
九
七
O
年
世
界
人
口
セ

ン

サ
ス

（調
査
〉
の
一
環
と
も
な
り
ま
す。

調
査
の
結
果
は
、
雇
用
、産
業
、
教
育
、

住
宅
、
社
会
第
祉
、
環
境
衛
生
、
交
通
、

防
災
な
乞
の
対
策
ゃ
、
議
員
定
数
の
決

定
、
財
政
需
要
額
の
算
定
な
ど
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
資
料
に
用
い
ら
れ
ま
す
乞

こ
の
よ
う
に
重
要
な
国
勢
調
査
て
は
、

朝
日
町
に
常
住
す
る
す
べ
て
の
人
が
調
査

を
受
け
る
こ
と
で
あ
り
、
一
人
の
も
れ
も

な
く
、
ま
た
重
復
も
な
い
よ
う
に
調
交
す

あ（震強話会易会号）第181号(3) 

ゐ
こ
と
が
大
切
で
、
調
炎
の
市
製
作
を
卜

分
に
ご
期
解
い
た
だ

8
、
脱
漏
の
な
い
よ

う
に
湖
貨
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
・
フ
、
．こ
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
回
査
の
穆
項

（
皆
さ
ん
に
市
接
記
入
い

た
だ
く
欄
）

て

氏

名
、
世
帯
主
と
の
紋
柄
、
児
女
の

別
、
川
生
の
年
月
、
園
町
内

二
、
教
育
（
故
終
卒
業
学
校
の
刷
矧
〉

一｝一、
現
住
肘
に
入
起
し
た
時
期
と
前
作
地

問
、
結
婚
年
数
、
生
ん
だ
主
供
の
数

五
、
仕
事
を
し
た
か
ど
う
か
の
別

六
、
従
業
地
ま
た
は
通
学
地
ま
で
の
利
川

交
通
手
段

七
、
従
業
上
の
地
位
、
勤
め
先
、
出
館内な

ど
本
業
の
種
顔
、
本
人
の
仕
事
の
鳳

頒

八
、
世
郁
の
種
類
、
体
肘
の
線
対
と
M
W
任

室
致
、
回
定
数
寸
門
家
計
の
収
入
の
絹
頬

ハ記
入
例
を
参
考
に
正
確
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

）

税

務

だ

よ

り

相
続
税
に
つ
い
て

川
死
亡
者
の
遺
産
の
総
額
が
次
に
か
か
げ

る
基
礎
般
除
額
以
下
の
刷
物
A
U
に
は
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

廿
部
縫
控
除
額
四

O
O万
円
と
法
定
相

続
人

一
人
当
り
八

O
万
円
と
の
合
計
額

で
す
。
た
と
え
ば
、

法
定
相
続
人
が
、

妻
と
子
三
人
の
場
合
に
は
七
二

O
万
刊

と
な
り
ま
す
c

山
婚
知
期
間
が
十
主
年
を
こ
え
る
配
偶
者

が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
十
五
年
を
こ

え
る
年
鈴
一
年
に
つ
い
て
二
十
万
円
の

割
合
で
計
算
し
た
金
額
を
、
遺
産
の
総

額
か
ら
き
し
引
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
最
高
限
度
額
は
二

O
O同
万

で
す
。

ω相
続
税
の
申
告
書
の
接
出
期
限
は
、
相

続
の
日
（
死
亡
の
日
）
の
翌
け
か
ら
計

算
し
て
六
カ
月
凶
内
で
す
。

む
間
査
の
方
法

全
閣
で
約
五
七
万
人
、
朝
刊
町
で
は
各

町
内
よ
り
推
せ
ん
を
う
け
‘
国
よ
り
任
命

さ
れ
て
い
る
一
一
五
名
の
測
班
員
が
、
九

パ
中
旬
か
ら
九
月
三
十
H
ま
で
の
聞
に
、

皆
さ
ん
の
お
宅
へ
調
査
媒
と
記
入
例
を
配

付
し
ま
ず
か
ら
、
十
月
一

u現
作
の
明
宍

を
、
記
入
例
等
を
参
考
に
あ
ら
か
じ
め
こ

記
入
く
だ
さ
い
。
十
月
一
日
か
二
日
以
内

に
、
記
入
摘
み
の
制
変
則
釈
や
・
取
り
集
め
る

ニ
と
に
な
っ
て
い
ま
す。

（
調
査
を
問
滑
に
す
す
め
る
た
め
に
、
特

に
捌
査
凸
の
方
に
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。
）

O
聞
董
の
秘
密
厳
守

世
帯
の
私
的
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
も

調
査
し
ま
す
が
、
調
査
し
た
内
界
は
他
人

に
も
ら
し
た
り
、
他
の
目
的
に
用
し
る
こ

と
は
法
律
で
附
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
ず
ら

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
な
い
こ
と

を
ご
理
解
の
う
え
、
正
確
な
市
竹
を
お
願

い

し

ま

す

。

（

総

務

課

）

川
町
相
続
財
産
の
評
側
方
法
や
、
納
税
の
し

か
た
に
つ
い
て
は
、
税
務
引
で
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
ω

〈
税
務
訓
）

図

書

館

的
ソ
4

・・・

Tご

よ

八
新
消
凶
苗

V

H
本
の
名
著
（
西
田
幾
太
郎
）
中
央
公
品
川
社

u本
歴
史
全
集
（
全
十
七
巻
）
講
談
社

川
、
日

本

人

の

祖

先

斉

藤

忠

山

、

国

家

の

誕

生

板

本

大

郎

問
、
後

良

の

都

花

区

俊

哉

側
、
平

安

王

朝

日

時

徳

衛

問
、
貴

族

の

世

紀

橋

本

義

彦

問
、
源
平
の
盛
表

上
捕
手
雅
敬

川

、

鎌

倉

武

士

安

閑

元

久

間
、
南
北
朝
と
室
町
村
日

正

忠

則

、

戦

国

の

武

将

佐

々

木

側
、
信
長
と
努
士
ロ

弁

上

鋭

夫

ω、
江
、戸

幕

府

中

回

目

的

広

閥

、

庶

民

の

拍

頭

大

石

慎

三
郎

側

、

開

国

前

夜

沼

田

次

郎

叫

、

明

治

維

新

必

川

F
対
抗

胸
、
近
代
国
家
へ
の
泊
尚
崎
日
郎

仰

、

大

正

時

代

安

勝

良

地

問
、
昭
和
の
激
此
山
川
田
俊
彦

エ
ペ

ν
ス
ト
大
滑
降

一一一
浦
雌
一
郎

ア
山
川
バ
ム
戦
後
二
十
五
年

朝
日
新
聞
社

ヒ
ロ
γ
マ

二

五

年

佐

々

木

雌

一
］郎

円

切

ト

ぃ

げ

待

望

治

小

出

光

附

か
主
針
制
隊
針
捌
ア

フ
ガ
ン
制
作
品
以

日
本
グ
オ
l
グ
社

原
色
川
本
の
先
制
（
磁
）
小
川
ナ
削

ー
人
口
に
関
す
る
－

「
｜
｜
一
行
知
識
し

C
最
近
の
伎
界
、
日
本
、
復
山
県
、
制

日
町
の
総
人
口
は

秋

界

三

五

億

人

〈
一
、
九
六
八
年
国
連
株
計
）

日

本

一

O
二
、
六
四
八
千
人

（
昭
和
四
十
閉
年
十
月
推
計
）

世
界
で
は
バ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い

で
七
帯
同

得
山
県

一
、

O
ニ
九
、
九
七
五
人

（
附
和
何
十
問
年
十
月
県
人
い

統
計
〉

朝
日
町

二
O
、

一
七
山
人

（附
和
円
十
円
年
十
月
間
町
人
口

統
計
）

O
H
本
の
人
口
の
男
女
比
と
H
本
人
の

平
均
寿
命
は

男
女
比
女
子

一
O
O
人
に
対
し
て

男
子
九
六
・
四
人
（
昭
和
四

十
年
国
勢
調
査
）

平
均
斉
命
男
子
は
六
九
・
一
才

女
子
は
七
凶
・三
才

（
昭
和
四
十
三
年
厚
生
省

調）

O
朝
日
町
の
第
一
回
同
勢
調
査
人
口
は

一
七
、
三
五
五
人

。
明
日
町
の
山
川
同
組可
調
査
結
県
は

総
人

u

一二

、
O
一
一
人

総
世
併
数
回
、
六
七
三
世
判
明

年
九

1m此
。
十
．h

J未
満

四

、
九

七
五
人
二
三
・七

%

う
十
五
才

t
五
十
九
才

二
二
、
三
六
八
人
六

三
・六

%

ー
ハ
十

r以
上
二
、
六

六
八
人
十
一
一
・
七

%

い
似
品
別
就
業
者
の
数

第
一
次
臨
京
凹
、
九
二
七
人

四
三
・
六

%

第
一一次
点
栄

一一、
七
八
五
人

二
四
・
六

%

刻
一一一
次
出
来
一
一
一、
五
九
一
人

三

了
八

%

（
総
務
課
）
ダ

⑦

ねい一
…

崎
町

1
・
蕊
思
闘
世

一

脚

』
斡
鼠
総
総
議
鐙

こ

L
h
鞠
機
感
総
感
総
終一
一

い
凶
〓
総
議
巡
察
議
緑町
一mm」
J

1
川
ト
ァ
幻
．
ω
仰い旬
開
出
口
口
一

4

r

－
C，一
，一JJ
）
議
務
鶴
趨
盤

崩

｛
同

一

一

～一｛
一久

j
h
M

幽

．

J

・：
J4
m
ze

京
到
の
蛇

成
川
川
本
兵

似
つ
い
た
荒

火
と
釧
の
は
な
し

荷
台
志
士
た
ち

川
町
色
覚
え
快

山脈
附
の
刈
L
附
附

峨
の
守

附
川
子
応
刷

出
い
少
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⑦ 

県

知

市
一
々

司
郎
濯
ト
ハ郎

知

多

正

次

曽

野

綾

子

田

小

訂

以

仙

山

火

大

野
町
吹
山
伽

繰
村
誠
一

三
島
山
紀
J

山

総

村

佐

官
行
抑
之
介
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第
十
二
回
町
民
水
泳
大
会

第
二
回

小
中
学
校
水
泳
記
録
会

（
八
月
十
二
一け
い
町
営
プ
ー

ル
）

。
小
学
校
の
川

v．h
．
作
伝
子
五
十
点
・
川
山
型
U
小
収
智

代
子
（
ぃ
隅
d

①
搬
付
作
十
六
千
代
．
ムハ
作
女

子
v
九
十
氷
山
山
明

ω山河口地
・字
、
初
子
（
出

あ

泊
児
童
ク
ラ
ブ
健
斗

県
児
童
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

（望号議錫斜）第181号

ん品山川川市川ん
・ぱ
ク
ヲ
プ
・
出
入
け
会
、
富
山
新

聞
社
、
富
山
テ
レ
ピ
版
送
E
K
の
士
山
慌
に

よ
る
、
第

｝
一
山
京
山
際
児
童
ク
ヲ
プ
野
球

大
会
が
、
八
月
二
十
ぶ
日
か
ら
、

富
山
県

・
営
軟
式
球
場
を
‘
小
に
会
場
に
開
催
さ
件
、
下

新
川
郡
代
表
と
し
て
出
場
し
た
朝
日
町
ゐ

泊
児
京
タ
一
フ
プ
チ
1

ム
は
、

一
内
戦
ぺ
滑

川
市
田
中
児
者
グ
ラ
プ
に
十
対
六
で
み
っ

た
が
、
二
一
川
戦
で
新
湊
児
童
ゲ

－7
．7
K
借

し
く
も
十
対
一一
一
で
敗
れ
た
υ

こ
の
六
会
は
、
児
京
の
地
全
育
成
を
促

一
二
）
①
れ
日
真
理
子
（
南
）

ソ
五
年
月

子
五
十
米
自
刷
型

ω寓
館
正
治
〔川

一
）

＠
門
口
仁
志
（
大
）

7
六
年
児
子
五
十

米
自
由
型
山
間
中
敏
（
南
）
①
双
川

aμ

則
（
泊
一
）

〉
五
年
女
子
五
十
米
子
以

①
小
反
智
代
子
（
南
）
①
大
蔵
多
恵
子

（伯

一
）
／
六
年
火
子
五
十
水
平
出

ω

小
坂
日
笠
尖
（
市
）
①
以
崎
レ
ず
み
（

向
）
V
・九
年
列
子
五
十
米
平
兆
①
以
h
汁

祐
生
（
山
一
）
①
訂
橋
繁
則
（
j

八）

ソ

六
年
男
チ
一
九
十
米
子
一政

ω双
川
良
則
（

泊
一
）
①
沢
町
民
明
（
大
）
一／
立

f
二

百
米
り
レ

1
①
南
保
①
大
家
山
／
列
f

二
斤
米
リ
レ
l
①
川
一

一μ①
南
似

。
小
学
校
の
部

V
女
子
一九
十
米
日
山

m
w鍛
品
川
弘
尖
〈

大
）
①
上
杉
惇
子
（
伯
一
一）

／
山
千
．九

十
米
向
山
刻
①
泉
崎
怖
芯
（
川
一
）
①

河
村
他
国
（
川
コ
一
）

／
女
子
五
十
米
子
以

①
i
ハ
沢
智
子
（
大
）
①
大
蔵
慶
子
（
川

一一）

／
男
子
．九
十
品
小
平
ば
①
山
旧
克
弘

（
南
）
①
什
料
存
仁
（
一
円
山
）

／
川
イ
一
日

米
向
山
刑
一

ω…
泉
崎
博
志
（
川
こ
①
川

巡
す
る
た
め
に
、
児
訟
に
健
全
な
メ
ポ
l

ツ
を
奨
励
し
、
あ
わ
せ
て
、
凶
作
下
児
荒
ク

ラ
プ
柑
冗
間
の
鋭
時
を
深
め
る
こ
と
た
－
ね

ら
い
に
、

A
r
今
度
か
ら
は
じ
め
て
尖
絶
さ

れ
る
J
かの
。

泊
児
一
ク
7
プ
は
、
ハ
バ
十
日
に
、
卜
新

川
郡
山
川
名
町
の
予
選
、
選
般
を
町
村
仁
川
ナ

i

ム
に
よ
る
郡
大
会
で
優
勝
し
て
岡
山
ナ
ム
会

に
出
場
し
た
も
の
で
、
敗
れ
た
り
と
は
パ

ぇ
、
健
斗
し
た
－
Y
選
手
迫
の
顔
は
元
気
そ

の
む
の
、
来
年
か
一
目
ざ
し
て
一
朗
長
ゐ
二
と

を
哲
一
同
い
合
っ
て
い
た
υ

（
教
育
委
員
人
μ
）

〈

写

真

〉

下
新
川
郡
大
会
で
梢
れ
の
桜

勝
旗
を
干
に
し
た
的
児
京
タ
ヲ
．
7

の
．y

選
手
述

村
山
（
山
一ニ
V

／
男
子
百
米
平
比
白
土
日

山
克
弘
（
南
）
①
口
治
春
仁
（
官
）
ペ
ゾ

火
子
二
円
米
リ
ν
l
－ω大
家
日
①
川
二

川い
／
男
子
二
丙
・
米
リ
ν

l
①
山
川
附
①
山

一．
M

。
地
は
対
抗
成
繊

／
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連
合
婦
人
会
総
会
開
く

附
和
四
十
五
今
度
朝
日
町
連
合
婦
人
会

総
会
は
、
七
月
三
十
日
、
泊
小
学
校
講
九
日

に
、
各
校
下
会
員
二
円
余
名
が
参
加
、
町

μ
ぃ
一
代
理
阿
部
収
入
役
、
大
背
中
央
公
民
館

長
ら
来
賓
の
ご
臨
附
を
ね
て
開
催
さ
れ

．－0
 

4
J
 凹
十
例
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
、
山

十
川
九
年
度
の
明
治
計
十
側
、

一千
掠
の
都
議
の

あ
と
、
次
の
よ
う
な

「
木
年
度
の
巾
し
合

わ
せ
事
以
L

を
決
断捕
し
、
以
後
に
、
川
町
保

遭
司
、
洩
合
会
以
前
十
野
児
正
氏
の

「
剖
代
つ

イ
と
家
陛
教
育
」
と
泊
す
る
記
念
成
樹
に

多
大
の
感
錦
を
叉
け
て
総
会
－V
燃
え
た
。

⑨
 

本
年
＠
闘
・
し
合
わ
せ
事
項

一
、
交
通
過
徳
の
徹
底

一
、
新
生
活
運
動
の
敗
退

一
、
住
涯
教
育
の
推
進

⑨
 

記
念
講
演
要
旨

庁
少
年
の
非
行
は
、
附
和
問
十
作
を
ど

ー
タ
と
し
て
、
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
る

か
、
犯
罪
の
内
容
が
忠
質
化
し
、
以
内
動

機
不
明
の
犯
罪
と
な
っ
て
尉
わ
れ
て
・
2

た。
ニ
れ
は
、
現
状
っ
子
の
特
性
で
あ
る
、

何
の
浅
い
、
此
H
辺
性
の
た
い
A
u
mm
川
刀
、
佐

川
性
、
白
山
性
に
よ
る
も
の
と
巧
え
ら
れ

ヲ

9
0地
川
内
閣
が

「人，
つ
く
り
’一
J

V

一
淀
川
明
さ

れ
た
折
、
そ
の
主
汗
を
問
わ
れ
て
、

一
反

省
で
き
る
人
間
を
つ
く
り
た
い

一
と
J

円
相

は
符
え
た
と
い
う
が
、
以
省
で
き
る
人
間

は、

H

手
を
合
わ
す
小
川
ν

（
山
ぶ
教
的
生

J
J

山
ぜ
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う

吊
は

τnano

か
臼
｛
家
庭
内
で
、
裂
が
夫
に
、

失
が
妻
に

子
が
親
に
、
親
が
子
に
手
を
合
わ
す
こ
と

が
で
き
た
ら
、
副
代
っ
子
の
問
題
は
解
消

す
る
に
ち
が
い
な
い
ω

そ
れ
に
は
、
家
中
み
ん
な
で
話
し
合
う

こ
と
、
家
庭
の
日
を
利
用
し
て
家
庭
の
凶

わ
ん
を
は
か
る
こ
と
が
t

望
ま
し
い
。

明
正
選
挙
運
動
に
一
役

街
頭
で
棄
権
防
止
呼
び
か
け

八
月
三
日
、
町
説
会
議
員
選
準
の
索
機

防
止
運
動
に
参
加
、
各
校
1
1
婦
人
会
長
企

以
が
、
泊
十
本
町
火
法
上
山
…
付
近
で
、
通
行
人

に
築
様
防
止
を
呼
び
か
け
、
標
語
入
り
の

マ
y

チ
、
胤
船
、
う
ち
わ
等
を
手
渡
し
た
。

午
後
は
各
校
下
に
帰
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

業
権
防
止
を
訴
え
た
。

県
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
郡
予
選

入
善
に
惜
し
く
も
敗
れ
る

十
｝
川
パ
に
開
保
さ
れ
ゐ
、

富
山
県
一
婦
人

〆
レ
l
ポ

l

w
大
公
の
下
新
川
郡
予
選
が

八
バ
二
十
三
日、

・川
小
学
校
に
入
善
町
チ

ー
ム
を
迎
え
て十
行
な
わ
れ
た
が
、
朝
日
町

チ
1
ム
は
百
戦
む
な
し
く
敗
れ
た
3

な
お
、
来
年
二
川
に
開
催
さ
れ
る
卓
球

大
会
に
は
、
朝
日
町
チ
1

ム
が
郡
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
c

（朝
H
町
連
合
婦
人
会
）

昭
和
四
十
六
年
歌
会
始
め
の

お
題
は

「
家
L

に
き
ま
る

共
体
的
な
連
活
物
の

一
家
一
ば
か
り
で

な
く
、
拍
象
的
な

一
宏一
疋一

を
題
材
と
し

て
も
結
備
で
す
一
υ

詠
進
の
期
間
は
、
九
バ
一
日
か
ら
十
刀

十
二
日
ま
で
で
す
が
、
く
わ
し
い
応
募
安

領
に
つ
い
て
は
役
場
総
努
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
む
さ
い
。

（総
務
課
）
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「
酒
は
肝
臓
が
飲
む
」
と
い
い
ま
す

酒
と
調
子
（
銚
子
）
は
っ
き
も
の
で
、
つ

い
飲
み
過

g
て
ふ
っ
か
酔
い
に
な
っ
た

り
、
と
ん
で
も
な
い
失
敗
を
し
で
か
す
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

酒
は
ど
の
く
ら
い
の
最
を
、
ど
ん
な
速

度
で
飲
む
か
、
自
分
の
度
合
い
を
知
っ
て

そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が
他
肢
を
保
つ
第

一
条
件
で
す
。

調
を
飲
む
の
は
、
け
で
も
問
で
も
な

く
、
肝
臓
だ
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
肝
臓
の

負
担
を
重
く
し
ま
す
。
そ
こ
で
少
し
で
も

こ
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
は
、
ア
山
戸

カ
リ
伸
一
食
品
の
酢
の
も
の
、
野
菜
剤
、
ノ

チ
オ
－
－
ン
、
コ
リ
ン
、
ま
た
、
肝
臓
の
働

き
を
助
け
る
成
分
を
含
ん
だ
ビ
フ
テ
キ
、

マ
グ
ロ
な
ど
の
動
物
性
蛋
白
質
の
食
品
を

食
べ
な
が
ら
飲
む
と
、

肝
蔵
は
も
と
よ
り

問
問
壁
を
も
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
っ

あ
な
た
の
血
圧
は
？

血
液
は
心
臓
の
筋
肉
が
収
納
す
る
圧
力

で
琉
れ
る
も
の
で
、
こ
の
と
・
さ
・間
管
の
受

け
る
圧
力
を
血
正
と
い
い
ま
す
。
血
圧
を

測
定
す
る
に
は
、

円
収
一
品
と
川
取
低
の
二
通
り

や
・
み
ま
す
。
心
跡
械
が
収
縮
し
て
血
液
を
ど

っ
と
押
し
出
す
と
き
に
、
血
行
は

一
番
強

い
圧
力
を
交
け
、
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
緊
張

し
ま
す
。
こ
の
時
の
圧
力
を
む
高
血
圧
と

い
い
ま
す
c

次
に、

心
臓
が
鉱
損
し
た
時
に
は
、

m

ひさあ（震？諮誠会員）第181号(5) 

管
は
圧
力
を
浸
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
、
ゆ
る
み
ま
す
。
こ
の
と
会
の
一
比
力
を

H
M低
血
圧
と
い
い
ま
す
。
最
高
血
正
の
傑

準
は
、
健
康
な
人
で
、
年
令
を
問
わ
ず
以
尚

一
五

O
以
下
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

品
低
血
圧
の
山
窓
口
は
、
九

O
以
上
の
人
は

一
応
高
血
庄
の
心
配
が
あ
る
と
み
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
作
に
ニ
凶
は
胤
一比
測

定
し
、
自
分
の
血
圧
を
知
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。ウ

シ
に
な
ら
ぬ
話

こ
ど
も
の
こ
ろ
、
H

食
取
を
し
た
あ
と

す
ぐ
棋
に
な
る
と
、
ウ
シ
に
な
み
H

と
し

か
ら
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
不
作
法

に
な
ら
な
け
れ
ば
、
か
え
っ
て
、食
後
三
十

分
ぐ
ら
い
械
に
な
っ
仁
ほ
う
が
、
消
化
に

は
合
問
的
な
の
で
す
ο
体
内
の
胤
液
は
、

い
つ
も
全
・
身
に
半
均
し
て
行
き
わ
た
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
に
一
番
活
動

を
必
要
と
す
る
部
分
へ
重
点
的
に
集
ま
っ

て
行
き
ま
す
。

企
後
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
消
化
部
官
に
血

液
が
集
ま
る
の
で
、
頭
の
小
々
は
ぼ
ん
や
り

し
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
し
ば
ら
く
休
養

し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
す
。
そ
の
休
養

も
、
身
体
を
横
に
す
る
ほ
う
が
、
国
門
や

損
、
肝
臓
、
腎
騒
な
ど
に
、
も
っ
と
も
血

液
が
集
ま
り
ゃ
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
消
化
の

M
的
か
ら
は
、

一
寄
良
い

姿
勢
は
、
省
側
下
位
（
4

引
を
千
に
す
る
）

で
す
。

同月
の
弱
い
万
、
閉
門
下
張
で
凶
化
の

悪
い
方
、
ど
う
ぞ
食
後
三
十
分
右
側
下
位

で
ウ
γ
に
な
っ
て
く
．
た
さ
い
。

夜
食
は
寝
る
一
一一
時
間
前
に

食
欲
の
な
い
の
は
、
身
体
の
ど
二
か
に

故
障
が
あ
っ
て
、不
健
保
の
亦
信
号
で
す
ι

逆
に
、
食
欲
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

た
え
ず
飲
み
食
い
し
て
い
た
ら
、
川
河
腸
か

グ
ロ
ッ
キ
ー
に
な
っ
て
、
一
州
気
に
な
る
の

が
お
ち
で
す
。
悶
脇
の
働
さ
は
程
き
て
い

る
と
き
は
盛
ん
で
す
が
、
州
慌
て
い
る
と
き

は
に
ぶ
く
な
る
も
の
で
す
。
普
通
、
食
物

を
食
べ
て
、
そ
れ
が
消
化
す
る
ま
で
に
、

澱
粉
質
が
約
二
時
間
、
強
出
質
が
三
時
間

脂
肪
が
問
時
間
と
、
か
な
り
時
聞
が
か
か

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
夕
食
後
す
ぐ
に

縦
る
の
は
、
不
消
化
物
を
長
時
間
間
に
た

め
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

同
を
疲
れ

さ
せ
、
州
以
の
附
図
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
夜
食
を
と
る
に
は
、
少

な
く
と
も
・
揺
る
三
時
間
位
前
ま
で
に
摂
取

す
る
こ
と
で
す
。

間
も
身
の
内
で
す
。
大

切
に
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
（
民
生
課
）

一
電
話
局
だ
よ
り
一

き朝
ま日九
す局 月

市十
内五
局 日
番午
三 後
局 三
、時

四 か
局 ら
カt
で

産
地
紹
介

胡
日
町
三
枚
橋
は
、
以
前
か
ら
三
枚
橋

ネ
ギ
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
、
早
生
稲
跡
を

利
用
し
て
柑
当
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

朝
日

町
で
の
牒
紫
先
進
地
で
み
め
る
。
し
か
も
、

最
近
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ク
ス
栽
培
に
よ

る
、
長
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
晴
子
の
貯
菜
の
生

産
団
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

昨
年
か
ら
、
こ
の
ピ
ア

1
山
ハ
ワ
久
の

周
年
利
用
に
よ
り
、
更
に
生
産
州
制
を
伸
ば

そ
う
と
、

wm附
菊
の
放
地
を
始
め
、
進
く

金
沢
市
場
な
ど
へ
出
荷
し
て
、
問
紅
茶
’
粁
営

の
規
棋
拡
大
に
努
力
を
重
ね

て

い

る
の

で
、
そ
の
慨
要
を
紹
介
し
て
、
一
般
農
家

の
多
巧
に
供
し
た
い
。

電
開
菊
は
、
文
字
ど
お
り
、
強
に
電
灯
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

の
光
を
照
射
し
て
開
花
期
を
お
く
ら
せ
、

ク
リ
ス

マ
ス
と
か
正
月
用
に
十
二
月
末
に

出
術
す
る
わ
け
で
す
。
ハ
ウ
ス
部
績
は
大

体
五
O
一
ア
ー
ル
位
、
点
灯
す
る
の
は
夕
方

か
ら
午
後
十
時
頃
ま
で
と
、
午
前
三
時
頃

か
ら
夜
明
け
ま
で
の
こ
刷
、
八
月
二
十
五

uか
ら
十
月
五
日
頃
ま
で
行
な
う
予
定
で

坪
当
り

一
回

O
本
国
付
け
ら
れ
て
い
る
。

一
本
一
五
円
内
外
だ
そ
う
で
す
か
ら
、

一
反
当
り
五

O
I
六

O
万
円
の
粗
収
入
が

見
込
ま
れ
る
が
、

電
気
料
も
ば
か
に
は
で

ど
な
い
。
照
射
の
電
み
は
坪
当
り
五

O
ワ

ッ
ト
官
邸
機
と
す
る
。
品
部
は
願
々
あ
る

が
、
主
な
も
の
は
、
乙
女
桜
、
梢
光
の

説
、
弥
栄
、
天
の
隙
な
ど
で
ゐ
る
。

日
本
の
電
照
菊
の
京
地
は
、
愛
知
川
町
の

知
多
半
品
で
、
そ
れ
に
は
及
ば
ぬ
ま
で

も
、
朝
日
町
で
も
で
き
る
と
い
う
二
と
を

三
局
に
は

行
政
、水
防
、
消
防
、
瞥
務
、
山
火
山
科
救
助、

新
聞
社
、
電
力
、
輸
送
等
の
機
関
が
入

り
、
電
話
番
号
も
一
部
変
わ
り
ま
す
。

四
局
に
は

山
崎
、
山
崎
新
、
制
野
、
殿
町
、
蛭
谷
、

棚
山
、
場
／
搬
地
M
ぬ
が
入
り
、
電
話
爵

ザ
も
変
わ
り
ま
す
。

。
臨
時
の
電
話
喬
号
簿
を
凡
て
、
よ
く
確

か
め
て
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
と
さ

、
。、
V

FO
二
局
、
三
崩
、
四
月
相
五
聞
の
泊
話
は

い
ま
ま
で
，
と
お
り
市
内
通
話
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

朝
日
電
線
電
話
局

電
話
朝
日
（
宕
一
2
0
二

l
一
0
00

（
無
料
で
す
）
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来月

自
衛
隊
寄
種
学
生
募
集

防
衛
庁
で
は
、
九
月
一
日
か
ら
次
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

八
受
付
締
切

V

防
衛
大
学
校
学

牛

十

一

月

七

日

航
空
学
生

十
月
三
十
一

日

看
護
学
生
〈
女
子
〉
十

一
月
七
日

八
応
募
資
絡
V

①
年
令
（
四
十
一九
年
四
月
一
日
現
花
）

防
衛
大
学
生
一
二
才
米
満

航
空
学
土

ニ
O
才
未
満

看
護
学
生

一一
一一
才
未
満

①
学
力高
校
卒
（
来
年
三
月
卒
業
予
定
を
合

む
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

を
有
す
る
も
の
。

（
入
善
産
業
改
良
普
及
所
朝
日
支
所
）

八
写
真
V
三
枚
橋
地
区
の
電
照
菊
栽
培
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市
街
地
の
除
雪
に
大
き
な
役
割
り
」

昭和45年9月 10日
月 刊（毎月10日発行〉

積
雪
地
帯
の
冬
期
に
お
け
る
a従
来
、
交

通
に
及
ぼ
す
市
川
の
影
加
問
は
、
今
夏
に
始
ま

っ
た
こ
と
で
は
な
い
む
今
や
出
家
的
な
問

題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
今
日
の
科
学

の
力
を
動
比
し
て
無
叫
化
を
は
か
ろ
う

と
、
鋭
広
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
段

階
で
あ
る
。

朝
H
町
に
お
し
r
て
も
川
じ
悩
み
を
冬
停

に
経
験
し
て
き
て
レ
る
υ

特
に
市
術
地
形

成
地
域
で
あ
る
山
地

M
で
は
、
せ
め
て
的

雪
を
よ
り
効
果
的
に
行
な
う
施
設
会
と
、

附
加
凶
十
三
作
に
は
，
山
駅
附
泊
り
の
流

勾
鴻
工
事
が
光
成
し
た
の
に
引
き
つ
づ

き
、
四
卜
同
作
度
以
、
税
川
泊
り
も
．
1
斜・

を
終
え
て
、
昨
ザ
ー
に
大
bcな
幼
県
を
も
た

P

り
し
て
い
る
ν

附
加
問
十
日
九
作
服
円
、

泊
市！
泊
り
二
八

六
メ

ー
ト
ル
、
小
町
泊
り
（
川
川
州
似
同

前
か
ら
常
光
守
的
ま
で
）
の

一一一

一一問
米
に

ひさあ（票諸説易会見）第181号

わ
た
る
間
の

γ－
事
が
進
め
ら
れ
て
い
1

る
匂

幅
五

0
セ
ン
チ
、
深
さ
六
（1Jt
じ
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
陪
炉
、で
、
各
家
紅
白
川
山

に
投
升
川
の
紗
制
民
ふ
た
が
取
り
つ
け
ら
れ

て
い
同
守
、

u．
l
．t
．ド
芝
川
ノ
al
b
a
t
り

J
r

－

吋

4
，

』

引

v

t

a

〆a
山

λ
引

ν

，

J
h
畠
η
・

一

万
円
、
ト
川
小
川川
に
は
完
成
す
ゐ
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

（
法
投
開
叫
）

〈
川伊川内
トV
，川
小
川
泊
り
で
進
め
ら
れ
て

い
ゐ
尚
一
－

m工
事

不
燃
焼
物
収
集
作
業
に

ご
協
力
を
み
・

川
以
近
の
旅
未
満
川
．述
町
、
消
費
料
的
の
抗
／
ぃ
一

で
、
不
川
川
川
も
多
織
化
す
る
一

力
、
雌
け山

ば州
V
、
に
卜
〈
刷
明
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
ι

町
で
は
、
現
収
雌
一

一川
、
山
家
出
か
ら
排

川
さ
れ
る
ー
小
隊
悦
物
を
処
期
し
て
ト
ま
す

が
、
こ
の
処
即
吟
す
る
際
に
、
ル
引
常
に
位

険
で
、
作
来
に
も
え
怖
を
き
た
す
ニ
と
いか

し
ば
し
ば
お
こ
っ
て
い
ま
す
、
今
後
．

b
什

山
氷
山
陛
か
ら
不
燃
物
J
T
川
さ
れ
る
際
は
、

比

の
こ
と
に
凶
出
社
し
て
〈
た
さ
い
Q

－心

一
、
化
杭
um
や
A
E
剤

η
に
多
l
r
λ

プ

v

l

仙
は
、
山
八
含
あ
け
て
出
し
て
ノ
、た
さ
・
勺

二
、
ガ
ラ
ス
く
ず
‘
蛍
光
灯
、
篭
球
な
ど

・
は
、紙
に
つ

つ
ん
で
出
し
て
〈
に
さ
し
＼

一一
一、
ヲ
ジ
4
A

、
テ

ν
ビ
需
の
恨
ん
丸
滞
H
N
m

－
等
大
刑
a

コ
ミ
は
、
山
花
令
収
集
は
で
き
京

せ
ん
の
で
、
出
獄
槍
場
ヘ
繍
送
く
た
さ

、。‘v
 

四
J

砲
掛
は
、
絶
外
に
ゴ

ミ
の
中
に
人
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
む

宏
、
桜
な
ど
に
く
ぢ
が
あ
る
と
き
は
、
扱

く
か
曲
げ
る
か
し
、
数
が
あ
る
と
き

は
、
，
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
縄

で
し
ば
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
ガ
ラ
ス
ピ
ン
、
ボ
リ
エ
ス
テ
作
ピ

ン
、
及
び
集
剤
等
で
ふ
た
の
あ
る
も
の

は
、
す
べ
て
ふ
た
を
と
っ
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
レ
。
〈
民
生
諌
）

日九
月
－
日
か
ら
：・：：

：：
野
犬
一
掃
運
動
し

九
パ

一

uか
ら
一
ヵ
月
間
、
山
町
下

一’
A
円

に
針
犬

一
川
辺
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

制
い
h
V

ヘ
や
野
犬
に
よ
る
、
人
市
、
炭
作

物
川
か
の
被
山
川
川が
依
然
と
し
て
あ
と
を
絶
た

ナ
、
作
一
川
山
崎
純
l一の
公
符
と
し
て
、
し
ば

し
ば
社
会
問
組
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、
町

民
れ
れ
川
の
辺
助
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
心

①
野
火
、
店
点
制
火
、
不
州
犬
を
見
か
け

た
ら
、
役
以
民
生
献
ま
で
迎
絡
く
だ
さ

。
・uw
＠
不
川
犬
引
取
口
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し

ま

す

ル

（

川

山

小

山

総

）

一
相
談

コ

ナ

マ
行
政
相
談
所
ド
時
川
第
一
H

ハ
附

u

午
前
十
時

t
午
後
三
時

川

梢

口

町

婦

人

会

館

ノ
人
権
法
律
相
談

毎
月
第
一
－
一
月
曜
日

午
後
一
時

t午
後
四
時

制

H
町
職
工
会
館

JJ.~ 

ii主

l~ 

J肝

口
マ
心
配
ご
と
相
談
所

時

場

俗
週
月
曜

H
ハ祭
日
除
く
）

午
前
十
時
・

1
午
後
三
時

羽
U
町
婦
人
会
館

（
町
長
室
）

所よ

ろ

こ

び
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／
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H
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、
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J
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勝
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子
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道
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